
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
90％以上

・学力向上対策シートを用いた校内研修で、
課題を職員間で共有し、課題解決への共通
した取り組みを考案し、実践する。 A

・昨年度の県学習状況調査を用いて課題を
共有したうえで学力向上対策シートを用いて
共通した取り組みが考案できた。また、93％
の教師が実践できたとも回答している。 A

・学力向上対策評価シートを用いた実践を
100％の教師が行ったと回答した。県学習状
況調査において思考・判断・表現が対県比
で前年度より0.05向上した。 A

・児童生徒の実態を踏まえ、目標を立て、手立てをきちん
としてあるとともに、先生方の真摯な取組が前年度よりも
向上したものと考える。
・学力向上対策シートの活用を評価指標とされている
が、学校外部の者(学校関係者評価をする者)には分かり
づらい指標である。検討の余地があれば検討してほし
い。

全職員
(綾部、山口)

○主体的・対話的で深い学びを意識し
た授業実践

○学習規律の徹底

○「あくしゅタイム」(ねらいに迫る交流
の場)で、考えを深めたり広げたりする
ことができたと回答した児童生徒90%
以上
○授業の始まり、立腰、学習用具の準
備等々学習に向かう構えができたと回
答する児童生徒85%以上

・全教師が明確な意図を持って「あくしゅタイム」
を設定し、その目的と評価を児童生徒に明示
することで、「あくしゅタイム」の意義を児童生徒
が感じられるようにする。
・生徒指導部とも連携し、全職員が同じ指導を
行うことで学習規律を徹底させる。

B

・授業において、全ての教師が「あくしゅタイ
ム」を積極的に設定し、考えを広げる手段と
なってきた。今後は、「あくしゅタイム」の目的
と評価を児童生徒と共有することで、深める
ための話し合いの改善に努めたい。
・全ての教師が学習規律の徹底に努めてい
て、学習規律が向上してきている。

A

・「あくしゅタイム」で考えを深め広げることができ
たと回答した児童生徒は90％であった。自他の考
えの共通点や相違点について話し合うなど話し合
いの目的を共有して交流することができた。
・授業前には担任から次の授業への細やかな指
導や個別の声かけが行われていた。学習の準備
や構えができたと回答した児童生徒は89％だっ
た。

A

・授業参観等の児童生徒の様子を見ると、
落ち着いて学習に取り組んでいる。その中
にあって意見交流の場も見られる。
・家庭においても、多くを語ることはないが、
特に低学年においては授業での様子、友だ
ちと学んだことを話すこともある。

校内研究部
(卯津江、末次)

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●アンケートで「学校は心の教育に積
極的に取り組んでいる」と回答した保
護者が90%以上

・道徳教育に全ての教育活動を通して取り組む。
特に、道徳科の授業において、「考え議論する道
徳」を実践し、児童生徒の道徳性の涵養を目指
す。家庭、地域と連携して道徳教育に取り組む。

A
・校内研修会を10回実施し、道徳の授業力向上を図っ
た。93％の教師が道徳授業の改善に努めていると回答
し、研修にも積極的に取り組めている。今後も、毎月1回
の家読を実施し、道徳通信を家庭・地域へ発信していく。

A
・95％の保護者が「心の教育に積極的に取り組んでい
る」と回答していた。また道徳アンケート（児童生徒）にお
いても、「生命尊重」や「思いやり」など多くの項目で肯定
的な意見が増えており、豊かな心を育成するための道徳
教育の授業改善を図ることができた。

A
・人権作文に後期生徒全員が取り組むな
ど、児童生徒の人権意識、相手を思いやる
意識が高揚していると感じる。全国でも稀有
であり、取り組みが素晴らしい。

校内研究部
(卯津江、末次)

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめ防止等について、組織的対応
ができていると回答した教員が90%以
上

・月に１回生活調査（あくしゅ）アンケートを行
い、いじめの早期発見に取り組む。
・生徒指導協議会において、全職員で共通
理解を図り、開発的・予防的な生徒指導を行
う。

A

・いじめ防止等について、組織的な対応を全校で
確認した。具体的取組である月1回のあくしゅアン
ケート等を通して、いじめの早期発見、早期対応
を実施しているため、今後も継続して取り組みた
い。

A

・いじめ防止についての早期発見、早期解決を組織的に
対応することで重大な事案が発生することはなかった。
保護者のアンケートでは、学校のいじめ対応に対し、学
校全体で対応していると答えた保護者が90%ほどであっ
た。いじめが発生しないように心の教育ともより連携して
いくことが今後の課題である。

A

・いじめの件数が増加したことが問題ではなく、いじめに
対する意識、アンテナが高くなり、児童生徒は相手を思
いやり、おかしいと思う心が育まれている。
・いじめはすぐに解決できる事案もあれば、長期的スパン
で、学校、家庭、地域が連携して児童生徒の心を育むこ
とでいじめがなくなっていく。

生徒指導部
(田中、高津)

◎児童生徒が夢や志を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとする教
育活動の充実

◎「将来の夢や目標をもっている」と肯
定的に回答した児童生徒が90%以上

・行事や各種体験活動では、児童生徒の自
主性・自発性を大切にして、児童生徒に活動
の見通しを立てさせ、学びの振り返りをさせ
る。
・二分の一成人式や立志式などの節目の行
事では、なりたい自分を見つめる機会を設け
る工夫をする。

B

・教員の96％以上が行事や体験活動におい
て自己肯定感が育つよう、自主性・自発性を
大切にした指導を行っている。しかしながら
児童生徒のアンケートで肯定的な回答をし
た生徒は73％であった。そこで、下期では将
来の夢や目標に関連させる取り組みを充実
させたい。

B

・すべての教職員が児童生徒の自発性をはぐくむ教育活動
に取り組んでいる。その結果、児童生徒は低学年で７９％、
中；高学年で８０％が「将来の夢や目標」について肯定的な
回答をしている。しかしながら、目標である９０％には到達し
ていない。また、約３７％の家庭で「家で将来のことについて
話すことがない」との結果が出たので、CSフェスタなどを利用
して職業人などの夢につながる講話を設定することで、親子
で将来についての会話をする機会を作る工夫が必要である
と考える。

A

・将来の夢や目標を児童生徒が現時点で持
つことは難しいことである。現在、夢がなくて
も、何かの一歩を踏み出すこと、体験、経験
することが将来につながってくる。その意味
で、先輩に学ぶ、先人に学ぶ等々のいろい
ろな体験活動を仕組んでいただいていること
は大変すばらしい。

特別活動部
(荒木、村山)

●「望ましい生活習慣の形成」 ●元気のよい挨拶ができていると回答
した児童生徒80%以上

●早寝・早起き・朝ごはんの望ましい
生活習慣ができていると回答した児童
生徒80%以上

・学級活動や保健だよりの発行等で、児童生徒の
啓発を行う。
・西渓委員会によるあいさつの励行を推進する。
・生活図書委員会の取り組みで、学年ごとに挨拶
運動を行い、西渓校を中心とした声かけに取り組
む。

A

・教員の90％が学級活動や保健だよりなど
を通して児童生徒の望ましい生活習慣づくり
に努めている。
・教員の94％が児童生徒が進んで挨拶をす
るように指導している。また、 西渓会を中心
に、学年ごとに挨拶運動をおこなう取り組み
をおこなっている。

A

・教員の96％が児童生徒の望ましい生活習慣が
身につくように啓発活動を行い、その結果89％が
できている。
・すべての教員が児童生徒が進んで挨拶をするよ
うに指導しており、児童生徒の85％が進んで挨拶
をしていると答えている。今後も進んで挨拶をする
ように西渓会と協力して取り組みを行っていく。

A

・交通指導の際、声は小さくても挨拶をする
子が多い。またスクールバスの中から挨拶
(手を振ったり会釈をしたり)をする子もいる。
・挨拶は声を出すだけでなく、会釈や手を振
る、笑顔を返すことも立派な挨拶であり、人
懐こく学校や家庭で取り組んでいる成果が
出ている。

生徒指導部
(市丸、永松)

○安全に関する資質・能力の育成 ○児童生徒や教員の交通事故、生活
事故の発生件数０(ゼロ)

・集団登校を月１回行い、その実施における
登下校の安全確認に取り組む。
・交通安全教室の実施により、自転車の扱
いなどへの注意喚起を行う。 B

・全体的には交通事故・生活事故０(ゼロ)を達成できていたが、マナーや交通
ルールの面では地域の方からの注意を受けることがあった。
・後期課程では自転車点検を実施しているが、その使い方には不安が残る交
通安全教室や、集会での指導を繰り返し行う必要がある。
・前期課程では集団登校を今年度減らして行っているが、下級生も安全に登
校する意識が育まれている。 B

・交通事故、生活事故０（ゼロ）を目指して安全教
育に取り組んだ。大きな事故や問題行動は1年間
を通してなく、次年度も交通安全教室などに取り
組み、意識の向上に努めていく。 A

・児童生徒の命に関わることなので厳しい評
価となっているかもしれないが、交通事故ゼ
ロは児童生徒が意識していることの証であ
り、指導が行き届いていることと誇るべきこと
である。
・生活事故がないことはあり得ないので、評
価指標や表現の在り方も考える必要があ
る。

生徒指導部
(五十嵐、高津)

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限45時間以内の遵守

●ライフワークバランスを意識した働き
方ができたと回答する教員が90%以上

・ペーパーレス会議の推進。(３日前迄のアップ)
・会議の開始時刻、終了時刻の徹底(会議時間60分)
・施錠時刻の設定と徹底(行事黒板で周知)
・定時退勤日の徹底(前期:金曜日、後期:水曜日)
・電話対応時間(朝:7:30～、夕:部活終了後30分迄)

B

・職員会議は、ペーパーレス化100％となってい
る。また、内容についても協議と連絡に分けたり、
時間設定をしたりして効率化を図った。
・勤務時間は、開錠、施錠時刻の設定、定時退勤
日等で、時間外勤務月30時間以内となっている。

A

・職員会議はペーパーレス化100％で、内容について協
議と連絡に分け時間設定をしている。今後は、業務内容
の精選や削減に着手していかなければならない。
・勤務時間は、開錠、施錠時刻の設定、定時退勤日等で
時間外勤務月平均29.3時間となっている。

A

・西渓校の先生方は時間対効果、児童生徒
への的確適切な指導ができていると感じる。
・学校単独の取組には限界がある。教育界
全体として改革をしなければ教職員が疲弊
してしまう。

管理職
(副校長、教頭)

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の資質向上と支援体制の構築 ○特別支援教育に関する専門性が向
上したと回答する教員90%以上

○組織的・機能的な研修会やケース会
議等を年間3回以上実施

・校内特別支援教育ミニ研修会を核学期に1
回ずつ実施する。
・特別支援教育コーディネーターを中心に必
要に応じてケース会議を実施し、校内支援
体制の充実を図る。

A

・校内特別支援教育研修会は現在2回実
施、２学期も行う予定。特別支援教育に関す
る専門性が向上したと回答する教員は
93％。
・SSWやSC、医療機関との情報共有ができ
ている。

A

・校内特別支援教育研修会は年間4回実施でき
た。特別教育に関する専門性が向上したと回答
する教員は100％であった。
・SSW、SC、医療機関との情報共有を行ってい
る。

A

・丁寧かつ細やかな支援がなされている結
果、児童生徒が落ち着いて学習に取り組ん
でいる様子が伺える。
・先生方が研修を重ねている成果と感じる。

生徒指導部
(坂本、富増)

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標達成のために掲げた重点取組については、全体として概ね目標を達成することができた。
・今後も、家庭や地域とともに児童生徒を中核においた教育活動(学習指導、生活指導、体験学習等々)を仕組んでいく。
・今後も、より一層、児童生徒に寄り添い、児童生徒主体の学校教育活動を推進していく。
・B評価については、真摯に受け止め、数値目標を下げたり、成果指標を低く設定したりすることがなく、今よりも一歩、半歩向上できるよう学校、家庭、地域が三位一体となって、改善向上に取り組んでいく。
・可能であれば、保護者や学校関係者にも分かる取組内容や指標、表現で記述していく必要がある。客観的評価ができるような具体的評価指標が求められる。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・自己肯定感を持つ児童生徒の割合が目標８０％に達することが出来なかった。自己肯定感もたせていくために、学年の実態に応じた個々の出番の設定と成功体験の実現・承認の機会設定の機会を設けるようにする。

・前期課程への後期からの乗り入れ授業が進み、５・６年で教科担任制が進んだ。子どもと職員が係わる時間の確保を図っていくため、義務教育学校の特徴を生かしながら業務改善をさらに進めたり、職員の意識改革を図ったりしていく。

・特別支援学級在籍が２０％を超え、一人ひとりにあう指導に取り組んだ。さらに特別支援学級や配慮を要する児童生徒への理解を深めるために、インクルーシブ教育の充実を図ったり、計画的な職員研修の機会を設けたりして、共通理解を図る。

２　学校教育目標 志をもち、自ら学び、共に高め合い　たくましく生きぬく西渓っ子の育成

３　本年度の重点目標

①「チーム西渓」として義務教育学校教職員の協働力・同僚性の推進発揮。

②「主体的・対話的で深い学び」による学力向上の推進と基盤となる学習規律の徹底。「あくしゅタイム」の推進充実。

③郷土に誇りを持ち、自己肯定感を高める教育の充実。いじめ未然防止、早期発見・早期対応、再発防止の取組強化。

④開発的・予防的生徒指導の充実。インクルーシブ教育の理念に基づく特別支援教育の充実。

学校名 多久市立東原庠舎西渓校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


